
4889 パリ滞在記：夜の世界が、よく似合う 180 
 

素敵なホテルでは、これからパーティが始まる気配。 

初めて⾒る、⾼級⾞が、次々と、横付けされる。パリの社交界。⾐装も素晴らしく、 

装飾品は、特に、⾒事と⾔うしかない。 

この若いカップルは、招待客なのか、宿泊客なのか。 

 

 

 

   

 

 

 

 

   

 

 



喧噪の後の静寂。今は、夢の世界のように思えた。 

昔々だが、さわりだけ、何度か、体験したことがある。単⾝が、もったいない。 

ウインドーの、おしゃれな靴に⽬が⾏った。 

この靴にふさわしい服装や、似合う⼈は、ふと、どんな⼈なのだろう。夢想するひととき。 

⽇が暮れるのは早い。すでに、多くの⼈が集合。 

この⼤晦⽇、パリの夜、どんなドラマが、展開されるのだろう。 

観覧⾞には⻑い⾏列。私は、シャンゼリゼ通りへ。 

 

 

 

   
 

 

 

 


